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那須における研究所一般公開が、10月16日

（土）に開催されました。

今年は「いってみよう見てみよう牛と草」をテ

ーマに、最新の研究内容をパネルや現物を展示し

紹介する研究紹介コーナーや講演会、動物ふれあ

いコーナー、試飲試食コーナー、農業機械の展示

実演など沢山の催しが行われました。

講演会は、「放牧牛乳の特徴」や「堆肥の使い方」

といった身近なテーマにしたことで、例年より多

くの方々が、熱心に聴講され、盛況となりました。

放牧牛乳の試飲は途中で品切れとなり、飼料イ

一般公開（那須）報告

ネで育てた牛を使用した焼肉の試食は、焼くのが

間に合わない程盛況で、中には数回試食した方も

おられたようです。試飲試食のアンケートでは、

多くの方から、「おいしい」との評価をいただき

ました。

普段見ることの無い農業機械によるロールベー

ルサイレージの実演には、大人も子供も大変興味

を持たれ、終わった後も、多くの方々が機械の側

で見学されておりました。

今回から行った体験学習のバターやヨーグルト

作りは、子供を対象に午前３回行いましたが、希望

「つくば科学フェスティバル2004」報告

10月10日、日曜日。この日、「つくば科学フェ

スティバル2004」がつくばカピオで開催されま

した。本年度は、開催初日が台風22号の関東地方

通過とぴったり重なってしまい、暴風雨警戒のた

め10月9日（土）（１日目）は中止となってしまい

ました。かわりに、まずまずの天候に恵まれた翌

日は、会場の通路を埋め尽くす人、人、人…。ま

るで、前日の来場者もあわせて来たように…。

今回も昨年同様、つくば市内にある研究機関や

高校、小中学校等51団体が出展。その中で当研究

所は、家畜育種繁殖部みつばち研究室が「探って

みよう！ミツバチの不思議な世界」というタイト

ルで、普段間近で見ることのできないミツバチに

ついて、少しでも多くの子供たちに理解してもら

おうと様々な企画を催しました。

ミツバチといえば、はちみつ、ローヤルゼリー、

花粉、プロポリス、ハチの子、蜂針治療、ミツロ

ウ、花粉媒介と8つの贈りものを私たち人間に与

えてくれる一方で、「刺されると痛い」と近寄り

がたいイメージもあります。

そんな中でもかなり人気があったのが、巣箱の

中にいるハチの様子の観察コーナー、ハチミツ搾

りの実演でした。また、食生活でもよく親しまれ

ているハチミツについて、そば・ひまわり・ミカ

ン・レンゲ・とち・ソヨゴ・アカシアの７種類の

試食を行い、初めて口にする珍しいハチミツが子

供たちに大好評でした。これらの企画により、

「ミツバチ」も少しは身近に感じることができた

のでは、と思っています。

いまや国民の食生活には欠かせない存在となっ

ている畜産物生産に関する研究を行っている畜産

草地研究所。当研究所の成果を今後とも是非、不

思議さを肌で感じとり、それを興味へと導くこの

科学フェスティバルでアピールしていこうと考え

ています。

（企画調整部 情報資料第１課　岡田明子）
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